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01 学
校
教
育
の
充
実

北
海
道
別
海
高
等
学
校
教
育
支
援
事
業

５
，４
５
３
万
円

　
町
内
唯
一
の
高
等
学
校
で
あ
る
別
海
高
等
学
校
の

普
通
科
３
学
級
の
維
持
と
酪
農
経
営
科
生
徒
の
増
員

に
つ
な
げ
る
た
め
、
別
海
高
等
学
校
を
選
択
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

〈
取
組
内
容
〉

●
寄
宿
施
設
等
助
成
事
業

　
別
海
高
校
の
寄
宿
施
設
等
を
利
用
す
る
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
、
入
居
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
別
海
高
校
の
寄
宿
施
設
等
を
確
保
す
る
た
め
、

設
置
者
に
対
し
て
、
運
営
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
通
学
費
助
成
事
業

　
別
海
高
校
に
バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
生
徒
の
う
ち
、

主
た
る
居
住
地
の
最
寄
り
の
バ
ス
停
留
所
か
ら
別
海

高
校
前
バ
ス
停
留
所
ま
で
の
距
離
が
４
㎞
以
上
の
生

徒
を
対
象
に
、バ
ス
通
学
費
の
９
割（
令
和
３
年
度
時

点
で
在
校
し
て
い
る
生
徒
は
₁₀
割
）を
助
成
し
ま
す
。

●
教
育
振
興
会
補
助
事
業

　
別
海
高
校
の
教
育
の
振
興
発
展
を
支
援
す
る
北
海

道
別
海
高
等
学
校
教
育
振
興
会
の
運
営
費
を
補
助
し

ま
す
。

未
来
へ
前
進
、別
海
町
〜
こ
れ
が
今
年
の
し
ご
と
で
す
〜

　
町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
の
間
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
が
重
点
的
に
行
う
事
業
や
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

制
度
な
ど
を
広
報
５
月
号
か
ら
７
月
号
に
か
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※�町の予算は千円単位で構成されて
いますが、本記事は万円単位で表
記しているため、実際の予算額とは
差異が生じていることがあります。

第
７
次
別
海
町
総
合
計
画　
愛
称「
み
ん
な
で 

つ
な
ぐ 

実
り
あ
る 

ふ
る
さ
と 

共
創
プ
ラ
ン
」

主な
事業紹介

02 Let's Challenge 

学
習
支
援
事
業３

３
６
万
円

　
子
育
て
支
援
の
充
実
（
保
護
者
負
担
の
軽
減
）
と

町
内
児
童
生
徒
の
自
律
的
な
学
び
を
育
成
す
る
た
め
、

「
漢
字
検
定
」「
英
語
検
定
」「
算
数
・
数
学
検
定
」

の
検
定
料
を
助
成
し
ま
す
。

　
町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
て
、
１
種
類
１
回
の
助
成
で
、
１
人
最
大
３
種

類
の
検
定
を
受
検
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
自
宅
学
習
の
推
進
に
よ
り
学
習
意
欲
を
培

う
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
向
上
を
図
る
た
め
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

行
う
学
習
ド
リ
ル
を
導
入
し
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
・
適
正
化
等
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
２
７
４
）

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

● 

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
助
成

事
業

　
令
和
４
年
度
の
新
入
生

か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
学

校
指
定
機
種
）
購
入
費
用

の
６
割
を
助
成
し
ま
す
。

● 

外
部
指
導
者
派
遣
事
業

　
部
活
動
の
充
実
お
よ
び

活
性
化
を
図
り
、
入
学
生

徒
の
安
定
的
な
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
別
海
高

等
学
校
に
部
活
動
の
外
部
指
導
者
を
派
遣
し
ま
す
。

●
海
外
研
修
派
遣
費
補
助
事
業

　
視
察
や
体
験
活
動
、
交
流
を
通
じ
て
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
、
次
代
の
地
域
指
導
者
と
し
て
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に

海
外
研
修
を
行
う
青
少
年
に
対
し
て
研
修
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
部
活
動
等
派
遣
費
補
助
事
業

　
全
道
大
会
、
全
国
大
会
、
根
室
管
内
以
外
で
行
わ
れ
る
地

区
予
選
大
会
に
出
場
す
る
生
徒
・
引
率
者
へ
の
派
遣
費
を
補

助
し
ま
す
。（
文
化
２
０
０
万
円
・
ス
ポ
ー
ツ
３
５
０
万
円
）

●
高
校
部
活
バ
ス
運
行
事
業

　
放
課
後
の
部
活
動
や
諸
活
動
を
行
う
生
徒
の
帰
宅
用
バ
ス

を
無
償
で
運
行
し
ま
す
。

●
高
校
生
健
康
診
査
事
業

　
卒
業
後
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
考
え
る
動
機
づ
け
と
し
て

３
年
生
を
対
象
に
健
康
診
査
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
／
学
務
・
ス
ポ
ー
ツ
課　
総
務
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
２
７
１)

本
事
業
は
、
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
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03

05

生
き
る
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

３
４
２
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業６

５
万
円

　

ふ
る
さ
と
別
海
を
支
え
る
人
材
を
育
む
教
育
を

進
め
る
た
め
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

「
学
び
の
土
台
づ
く
り
」「
教
師
力
向
上
」
の
３
つ
を

柱
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」、「
教
師
力

向
上
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
先
進
地
で
あ
る
秋
田
県
大
館
市
へ
教
職
員
を

派
遣
し
ま
す
。

　
ま
た
、
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
き
、
研
修
会
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
へ
の
新
聞
の
配
布
や
北
海
道

新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
に
よ
る

※

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
推

進
、
各
学
校
の
代
表
児
童
生
徒
が
読
ん
で
ほ
し
い
本

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、「
学
び
の
土
台
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　
※�

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（N

ew
spaper　

in�Education

の
略
）。

学
校�

な
ど
で
新
聞
を
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
・
適
正
化
等
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
２
７
４
）

　
地
域
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を
進
め
る
た
め
、

８
学
校
区
の
学
校
運
営
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
別

海
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

　
※
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

　

�　

�

地
域
や
保
護
者
の
方
々
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
地
域
住
民
が
学
校
教
育
の
当
事
者
と

な
り
、
学
校
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
で
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課　
学
校
教
育
・
適
正
化
等
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
２
７
４
）

04い
じ
め・不
登
校
問
題
対
策
事
業 

８
６
０
万
円

　
本
町
在
住
の
不
登
校
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
、

集
団
生
活
へ
の
適
応
、
情
緒
の
安
定
、
基
礎
学
力
の

補
充
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
の
相
談
や

適
応
指
導
な
ど
を
行
う
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

あ
い
る
ー
む
」
を
開
設
し
、
自
立
や
学
校
生
活
へ
の

復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度

か
ら
は
西
部
地
区
に
「
ふ
れ
あ
い
る
ー
む
サ
テ
ラ
イ

ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
る
ー
む
」
で
は
、
児
童
生
徒

の
指
導
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
臨
床
心

理
士
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
連

携
し
、
児
童
生
徒
に
社
会
福
祉
的
視
点
か
ら
適
切
な

教
育
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課　
教
育
支
援
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
２
７
４
）

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

秋田県大館市の「ふるさ
とキャリア教育」を応用
し、本町で学ぶ子どもた
ちだからこそできる「よ
り豊かな学び」を目指し
て、地域の皆さんととも
に子どもたちを育ててい
く教育活動を推進してい
きます。

教育委員会
吉光寺指導参事

06 社
会
教
育
の
推
進

学
校・家
庭・地
域
連
携
協
力
推
進
事
業

 

６
０
８
万
円

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
支

援
体
制
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
地
域
と
連
携
し
て
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
担
当

(

電
話
番
号
₇₅
│
２
１
４
６)

本
事
業
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
協
力

推
進
事
業
費
補
助
金
お
よ
び
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
繰
入
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
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13

11

12

道
路
・
交
通
網
の
整
備

　
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
町
道
の
巡
回
や

除
草
、
補
修
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
管
理
課�

管
理
・
維
持
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
１
）

　
環
境
負
荷
と
消
費
電
力
量
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

既
設
の
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
管
理
課�

管
理
・
維
持
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
１)

　
町
道
の
舗
装
修
繕
と
路
肩
の
拡
幅
工
事
を
行
い
ま

す
。

・
本
別
誘
導
線
（
大
成
）　�

舗
装
修
繕　
２
２
０
ｍ

・
根
室
中
部
₁₅
号
幹
線
（
別
海
）

　
舗
装
修
繕　
８
０
ｍ

問
合
せ
／
事
業
課　
道
路
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

　
市
街
地
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

•
別
海
商
工
団
地
中
央
通
線
（
別
海
）

　
改
良
舗
装
２
０
０
ｍ

•
別
海
川
上
町
南
１
条
通
線
（
別
海
）

　
改
良
舗
装
１
６
０
ｍ

•
別
海
宮
舞
町
北
環
状
西
線
（
別
海
）

　
改
良
舗
装
１
１
０
ｍ問

合
せ
／
事
業
課　
道
路
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

　
現
在
使
用
し
て
い
る
除
雪
機
械
を
計
画
的
に
更
新

し
、
除
雪
体
制
の
保
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
除
雪
グ
レ
ー
ダ
１
台
を
更
新
し
ま
す
。

問
合
せ
／
管
理
課�

管
理
・
維
持
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
１
）

本
事
業
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

町
道
維
持
補
修
事
業 

３
億
７
，０
５
０
万
円

道
路
照
明
灯
更
新
事
業 

４
，０
０
０
万
円

社
会
資
本
整
備
道
路
交
付
金
事
業

９
，４
３
２
万
円

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業

１
億
２
，５
２
０
万
円

除
雪
機
械
等
購
入
事
業 

５
，６
１
６
万
円

本
事
業
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

0708 青
少
年
の
健
全
育
成

友
好
都
市
少
年
少
女
ふ
れ
あ
い
の
翼
交
流
事
業

 

９
９
万
円

　
友
好
都
市
で
あ
る
枚
方
市
の
中
学
生
を
受
け
入
れ
、

別
海
町
の
中
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
異
な
る
自

然
や
文
化
に
触
れ
、
自
分
の
ま
ち
を
見
直
す
機
会
と

し
、
次
代
の
別
海
町
を
担
う
青
少
年
の
視
野
を
広
め
、

団
体
行
動
を
通
じ
た
青
少
年

の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
生
涯
学
習
担
当

（
電
話
番
号
₇₅
│
２
１
４
６
）

　
芸
術
文
化
鑑
賞
機
会
の
少
な
い
本
町
の
児
童
生
徒

が
、
優
れ
た
芸
術
を
間
近
で
鑑
賞
し
、
参
加
体
験
で

き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
担
当

（
電
話
番
号
₇₅
│
２
１
４
６
）

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
繰
入
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
芸
術
劇
場
開
催
事
業 

４
０
万
円
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農
道
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

・
西
春
別
北
１
号
線
地
区
（
西
春
別
）

　
測
量
調
査
設
計

問
合
せ
／
事
業
課　
道
路
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

　
町
道
の
舗
装
修
繕
と
改
良
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

•
泉
川
第
１
地
区
零
号
線
（
泉
川
）

　
改
良　
２
６
０
ｍ
、
舗
装　
１
８
３
ｍ�

•
上
風
連
地
区
１
号
線
（
上
風
連
）

　
改
良　
２
７
７
ｍ
、
舗
装　
₁₃
ｍ

•
上
春
別
原
野
₅4
線
（
大
成
）

　
舗
装
修
繕　
１
，１
６
１
ｍ

•
別
海
西
部
第
２
地
区
泉
川
北
６
線
（
泉
川
）

　
舗
装
修
繕　
５
０
０
ｍ

•
別
海
宮
舞
町
４
丁
目
仲
通
の
１
線
（
別
海
）

　
改
良
舗
装
工
事　
₅₅
ｍ

問
合
せ
／
事
業
課　
道
路
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

　
橋
梁
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

・
橋
梁
補
修
工
事
（
中
西
別
）　
１
橋

・
橋
梁
点
検

問
合
せ
／
事
業
課　
道
路
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

　
郊
外
地
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

•
根
室
中
部
３
号
主
要
幹
線
（
別
海
）

　
改
良
舗
装
７
７
０
ｍ

•
中
西
別
上
風
連
線
（
中
西
別
）

　
改
良
舗
装
４
６
９
ｍ問

合
せ
／
事
業
課　
建
設
担
当

　
（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

　
農
道
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
（
事
業
主
体　
北
海
道
）

•
北
栄
地
区
（
西
春
別
）

　
舗
装　
２
，１
６
８
ｍ
・
改
良　
１
５
０
ｍ

•
上
風
連
北
地
区
（
上
風
連
）

　
改
良　
１
，６
９
９
ｍ

•
大
成
零
号
地
区
（
上
春
別
）

　
改
良　
１
，２
０
０
ｍ

•
奥
行
西
地
区
（
奥
行
）　
改
良　
７
０
０
ｍ

•
平
和
地
区
（
中
春
別
）

　
用
地
確
定
測
量
・
魚
類
等
環
境
調
査

•
東
柏
野
地
区
（
西
春
別
）　
実
施
設
計

•
平
成
地
区
（
中
春
別
）　
実
施
設
計

問
合
せ
／
事
業
課　
計
画
調
整
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
８
４
５
）

本
事
業
は
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
施
設
整

備
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

基
盤
整
備
促
進
事
業 

３
，４
１
１
万
円

町
道
整
備
事
業 

２
億
９
，８
３
０
万
円

橋
梁
長
寿
命
化
補
修
事
業 
６
，２
６
５
万
円

防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業４

億
８
９
３
万
円

道
営
農
村
整
備
事
業（
高
度
化・通
作
条
件
整
備
）

１
億
５
，２
０
２
万
円

防
災
対
策
の
推
進

1920 　
地
域
住
民
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
走
古

丹
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
防
水
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

問
合
せ
／
防
災
・
基
地
対
策
課　
防
災
・
交
通
担
当

（
電
話
番
号
₇4
│
９
５
０
６
）

　
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
向
上
と
育
成
・
支
援
の
た
め
、
地
域
の
防
災
訓
練

や
研
修
会
、
災
害
用
備
蓄
資
機
材
の
購
入
な
ど
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
町
内
会
な
ど

〈
対
象
事
業
〉

 　

 

防
災
訓
練
や
研
修
会
な
ど
の

実
施
、
災
害
用
備
蓄
資
機
材

な
ど
の
購
入　
な
ど

問
合
せ
／
防
災
・
基
地
対
策
課

　
　
　
　
　
防
災
・
交
通
担
当

　
（
電
話
番
号
₇4
│
９
５
０
６
）

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業 

２
，１
０
０
万
円

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業 

１
１
９
万
円

本
事
業
は
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
等
推
進

費
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
繰
入
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
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　以下は、町ホームページからアクセスできます。
ぜひご活用ください。
●第７次別海町総合計画　第５次実施計画書
　町が令和５年度から令和７年度までの実施を計
画しているすべての事業をまとめた資料です。

検索町ホームページ
検索キーワード 第5次実施計画

21

22

地
域
文
化
の
振
興

奥
行
地
区
文
化
財
保
存
整
備
事
業 

１
，６
７
３
万
円

町
指
定
文
化
財
保
存
整
備
事
業 ７

３
９
万
円

　
旧
奥
行
臼
駅
逓
所
な
ど
、
奥
行
地
区
に
あ
る
３

つ
の
交
通
歴
史
遺
産
を
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し

て
町
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、
総
合
的
な
史

跡
公
園
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
奥
行
臼
駅
の
鉄
道
レ
ー
ル
で
ト
ロ
ッ

コ
体
験
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
い
、
夏
休
み
期

間
中
に
ト
ロ
ッ
コ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ
／
郷
土
資
料
館　
文
化
財
担
当

（
電
話
番
号
₇₅
│
０
８
０
２
）

　
「
別
海
の
お
た
か
ら
」（
別
海
町
の
文
化
財
）
を

大
切
に
保
存
し
活
用
し
て
い
く
た
め
、
別
海
町
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
町
指
定
文
化
財
「
野
付
の
千
島
桜
」
の

治
療
や
別
海
町
歴
史
文
化
遺
産
の
解
説
看
板
設
置

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
郷
土
資
料
館　
文
化
財
担
当

（
電
話
番
号
₇₅
│
０
８
０
２
）

本
事
業
は
、
文
化
財
保
存
事
業
費
補
助
金
お

よ
び
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

本
事
業
は
、
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
、
北
方
領

土
隣
接
地
域
振
興
等
加
速
化
補
助
金
お
よ
び
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

郷土資料館
戸田主幹

　こんにちは。今回、協力隊のページを担当した
吉田夏鈴です。実は今月１日誕生日なんです。初

の担当が今月で、ラッキーだなと思いながら、夏のようなエネルギッシュさと風鈴の
ような爽やかな笑顔でこれからも頑張ります！
　ここへきて３か月弱、本当に貴重な経験をさせていただきました。着任して１か月
後に下血して入院したり（笑）、土日には人生初漁船に乗らせていただいたり、野付
半島の先端まで行って遺跡をみたりなど、なかなかできないような経験ができました。
他にも、様々な場所に行ってお話を伺ったり、この土地のものを使った食材を食べた
り充実した毎日を過ごしております。お世話になった皆様方にこのページをもって、

改めてお礼申し上げます。
　また、６月頭に地域おこし協力隊の活動報告会があり、私たちにやってもらいたいことを町民の皆様
からご意見いただきまして、改めてこの町が求めていることは何なのかを考えることができました。「地
域おこし」としてまずは別海町をよく知ること、これを大事に活動していこうと思います。よかったら
Instagramを開設いたしましたので、道外から来た私の率直な感想を載せたり宣伝したりしていますので、
見ていただけたら嬉しいです。まだまだ未熟ですが、温かい目で活動を見てくだされば幸いです。

協力隊の○
まる

○
まる

な話 吉田　夏鈴

奥行地区は、駅逓所・ 国
鉄・簡易軌道という３つの
交通歴史遺産が1カ所にあ
る、とてもユニークな歴史
スポットです。多くの方が
集い、歴史を楽しく学べる
魅力的な場所になるよう、
整備基本計画を作ります。
トロッコサンデーや奥行臼
散策デーなどのイベントも
行いますので、ぜひ遊びに
来てください。


